
６
月
７
日(

火)

、
事
業
団
東
京
高
齢

者
部
会
・
鉄
道
東
京
地
本
・
関
東
支
部

は
、
世
界
環
境
デ
ー
に
合
わ
せ
て
清
掃

関
係
の
職
場
で
働
く
労
働
者
の
処
遇
改

善
を
訴
え
る
た
め
宣
伝
行
動
を
開
催
し
、

赤
羽
駅
前
に
２
３
名
が
集
い
ま
し
た
。

建
交
労
東
京
事
業

団
・
高
齢
者
部
会
は
、

都
内
の
都
立
公
園
・

区
立
公
園
・
道
路
清
掃
を
行
う
労
働
者

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
６
０
歳
以
上

の
高
齢
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
公
園
や
道

路
を
歩
く
方
が
気
持
ち
よ
く
利
用
出
来

る
よ
う
毎
日
元
気
に
、
誇
り
を
持
っ
て

働
い
て
い
ま
す
。

私
達
の
仕
事
の
多
く
は
、
東
京
都
・

各
市
区
か
ら
発
注
さ
れ
る
公
共
事
業
で
、

入
札
と
い
う
厳
し
い
競
争
の
下
で
受
注

し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
仕
事
が
受
注
出

来
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
、
不
安
を

抱
え
な
が
ら
も
、
利
用
者
の
方
を
思
い

公
園
や
道
路
を
綺
麗
に
す
る
た
め
一
生

懸
命
働
い
て
い
ま
す
。
私
達
は
、
高
齢

者
の
仕
事
確
保
の
た
め
、
ま
た
、
働
く

方
に
適
正
な
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
、

各
自
治
体
に
対
し
、
安
定
し
た
発
注
を

求
め
、
運
動
し
て
い
ま
す
。

今
、
都
内
各
区
の
自
治
体
は
公
園
内

の
ゴ
ミ
箱
を
撤
去
す
る
方
向
で
動
い
て

い
ま
す
。
近
い
未
来
、
公
園
に
は
ゴ
ミ

箱
が
無
い
、
ゴ
ミ
は
利
用
者
が
持
ち
帰

る
事
が
当
た
り
前
の
時
が
来
る
と
思
い

ま
す
。
ゴ
ミ
の
分
別
の
事
、
清
掃
労
働

者
の
事
、
高
齢
者
の
仕
事
確
保
の
こ
と
、

世
界
の
環
境
の
こ
と
、
日
常
に
つ
い
て
、

世
界
環
境
デ
ー
を
機
会
に
一
緒
に
考
え

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

私
達
は
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
駅
を
中
心
に
清

掃
作
業
を
行
っ
て
い

る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
環
境
ア
ク
セ
ス
と
い
う

会
社
で
働
い
て
い
ま
す
。
駅
の
ト
イ
レ

・
ゴ
ミ
箱
・
ホ
ー
ム
・
階
段
・
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
・
ホ
ー
ム
ド

ア
な
ど
、
清
掃
範
囲
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
ア
ク
セ
ス
に
は
３
７
０
０
名
の

従
業
員
が
所
属
し
、
そ
の
う
ち
７
割
が

パ
ー
ト
な
ど
非
正
規
労
働
者
で
す
。
同

じ
仕
事
を
し
て
い
て
も
賃
金
等
の
待
遇

に
大
き
な
格
差
が
あ
り
、
退
職
金
制
度

も
無
く
ボ
ー
ナ
ス
に
も
大
き
な
差
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
会

社
は
昨
年
度
の
決
算
で
人
件
費
を
４
億

円
も
削
減
し
ま
し
た
。
合
理
化
で
駅
員

を
削
減
し
続
け
た
事
が
要
因
で
、
清
掃

作
業
中
の
ア
ク
セ
ス
の
職
員
が
利
用
客

か
ら
行
き
先
や
駅
構
内
の
道
を
尋
ね
ら

れ
、
作
業
の
手
を
止
め
て
案
内
を
す
る

事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。
電
車
が
遅
延

し
た
際
に
は
、
睡
眠
時
間
を
削
っ
て
作

業
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
会
社
は
適
正

な
人
員
配
置
と
職
員
へ
の
待
遇
改
善
を

今
す
ぐ
行
う
べ
き
で
す
。
瓶
や
缶
の
分

別
作
業
は
、
環
境
を
守
る
上
で
大
切
な

仕
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
駅
を
利
用
す

る
皆
さ
ん
が
不
衛
生
な
環
境
で
病
気
等

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
衛
生
管
理
を
徹

底
す
る
よ
う
、
私
達
は
団
体
交
渉
を
通

じ
て
会
社
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

私
達
は
、
２
３
区

の
下
請
で
ゴ
ミ
収
集

・
運
搬
の
仕
事
を
し

て
い
る
仲
間
で
構
成
す
る
関
東
支
部
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
政
府
の
「
イ
ン

フ
ラ
は
維
持
す
る
」
と
の
方
針
の
も
と
、

感
染
リ
ス
ク
や
健
康
不
安
を
抱
き
な
が

ら
収
集
作
業
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

清
掃
業
務
が
都
か
ら
各
区
に
移
管
さ
れ
、

作
業
員
の
民
間
移
行
が
進
み
、
区
に
よ
っ

て
は
６
～
７
割
が
民
間
に
丸
投
げ
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
場
で
は
、
仕
事
量
・
労

働
時
間
が
増
え
る
中
で
、
正
規
社
員
は

減
り
、
夏
場
の
暑
い
時
に
休
憩
時
間
も

少
な
く
、
長
時
間
労
働
で
年
収
３
０
０

万
円
に
満
た
な
い
労
働
者
も
い
ま
す
。

人
手
不
足
が
進
み
、
収
集
作
業
員
の
若

年
層
の
定
着
率
が
低
く
深
刻
で
す
。
若

い
人
が
安
心
し
て
仕
事
や
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
正
規
雇
用
労
働
者
を
増
や
し
、

下
請
運
賃
・
人
件
費
の
値
上
げ
が
必
要

で
す
。
東
京
都
や
２
３
区
は
、
安
全
・

安
心
な
清
掃
事
業
を
、
区
民
に
そ
し
て

労
働
者
に
対
し
、
提
供
す
る
責
任
が
あ

り
ま
す
。
私
達
は
全
国
環
境
部
会
を
通

じ
て
、
清
掃
関
連
労
働
者
の
社
会
的
地

位
の
向
上
、
業
界
秩
序
・
働
く
ル
ー
ル

の
確
立
は
じ
め
、
自
治
体
の
責
任
の
明

確
化
を
求
め
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

の
力
は
小
さ
く
て
も
力
を
合
わ
せ
れ
ば

大
企
業
や
政
治
を
も
動
か
せ
ま
す
。
私

た
ち
と
と
も
に
運
動
し
ま
し
ょ
う
。
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組
合
員
の
皆
さ
ん
、
昨
年
の

衆
議
院
議
員
選
挙
に
続
い
て
、

日
本
の
将
来
を
大
き
く
左
右
す

る
可
能
性
の
あ
る
参
議
院
議
員

選
挙
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し

た
。
衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
、

平
和
と
民
主
主
義
を
求
め
る
市

民
と
野
党
の
共
闘
を
土
台
と
し

た
野
党
共
闘
が
大
き
な
力
を
発

揮
し
て
、
平
和
憲
法
を
護
ろ
う

と
い
う
世
論
を
背
景
に
し
て
、

１
人
区
の
多
く
で
野
党
統
一
候

補
が
勝
利
し
あ
る
い
は
与
党
候

補
を
追
い
詰
め
ま
し
た
。
し
か

し
、
選
挙
後
の
各
党
の
方
針
変

更
な
ど
も
あ
り
、
憲
法
を
変
え

て
も
良
い
と
い
う
勢
力
が
衆
議

院
の
三
分
の
二
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
岸
田
内
閣
は
、
森
友･

家
計
問
題
、
桜
を
見
る
会
お
よ
び
そ

の
前
夜
祭
問
題
な
ど
、
安
倍
内
閣
の

疑
惑
に
ふ
た
を
す
る
態
度
を
取
り
続

け
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
策
動
や
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
を
口

実
に
９
条
改
憲
や
軍
備
の
増
強
を
主

張
す
る
な
ど
、
国
民
の
暮
ら
し
を
押

し
つ
ぶ
す
よ
う
な
政
策
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
参
議
院
議
員
選
挙

で
は
、
世
界
に
名
だ
た
る
平
和
憲
法

を
う
ち
捨
て
て
軍
拡
競
争
に
日
本
を

駆
り
立
て
て
よ
い
の
か
、
賃
金
の
低

下
を
放
置
し
成
長
で
き
な
い
日
本
の

ま
ま
で
良
い
の
か
が
大
き
く
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
自
民･

公
明
は
も
と
よ

り
、
維
新
の
会
や
国
民
民
主
党
も
９

条
改
憲
に
す
り
よ
る
態
度
を
取
っ
て

お
り
、
参
議
院
の
三
分
の
二
の
議
席

を
改
憲
勢
力
に
渡
す
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
、
野
党

共
闘
に
恐
れ
を
な
し
た
支
配
勢
力
に

よ
っ
て
野
党
の
分
断
が
謀
ら
れ
、
わ

か
り
に
く
い
選
挙
の
構
図
と
な
っ
て

い
る
選
挙
区
も
あ
り
ま
す
が
、
平
和

憲
法
を
守
り
国
民
の
暮
ら
し
を
守
っ

て
く
れ
る
の
は
誰
な
の
か
、
し
っ
か

り
見
極
め
て
国
民
の
権
利
で
あ
る
一

票
を
投
じ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

建
交
労
東
京
都
本
部
は
、
全
て
の
組

合
員
が
家
族
や
友
人
に
声
を
か
け
て
、

投
票
す
る
事
を
強
く
呼
び
か
け
ま
す
。

執
行
委
員
長

松
田

隆
浩

東
京
や
埼
玉
の
ト
ラ
ッ
ク

部
会
の
仲
間
で
構
成
す
る
首

都
圏
運
輸
基
本
集
団
交
渉
団

は
、
５
月
８
日
（
日
）
～
９

日
（
月
）
、
群
馬
県
草
津
温

泉
で
、
２
２
春
闘
の
総
括
会

議
を
開
催
し
、
各
組
合
か
ら

１
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
や
世
界
紛
争
に
よ
り
国

内
の
物
価
が
上
昇
し
暮
ら
し

に
大
き
な
影
響
が
出
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
組
合
員
か
ら
多

く
の
賃
上
げ
を
求
め
る
声
が

挙
が
っ
た
春
闘
と
な
り
ま
し

た
。
鈴
木
事
務
局
長
か
ら
は
、

２
２
春
闘
の
重
点
項
目
で
あ
っ
た
１

８
歳
の
最
賃
の
引
き
上
げ
や
、
新
た

に
設
け
た
「
月
の
時
間
外
労
働
を
８

０
時
間
以
内
に
す
る
こ
と
」
や
「
自

然
災
害
・
感
染
症
の
大
流
行
を
休
業

保
障
の
対
象
に
す
る
こ
と
」
な
ど
の

新
し
い
要
求
が
、
大
筋
、
前
進
回
答

に
繋
が
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
休
憩
を
挟
み
、
各
支
部
・
分
会

か
ら
の
総
括
を
行
い
初
日
は
休
会
し

ま
し
た
。
夜
に
は
、
久
々
と
な
る
交

流
会
を
開
催
し
、
そ
の
後
、
草
津
温

泉
湯
畑
見
学
や
、
お
湯
に
つ
か
り
日

頃
の
仕
事
の
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。

翌
日
の
全
体
討
論
で
は
、
集
交
に

加
盟
す
る
組
織
全
て
が
勝
ち
と
る
事

が
出
来
る
要
求
項
目
を
設
け
る
べ
き

だ
な
ど
、
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ま
と
め
と
閉
会
挨
拶
の
後
、

閉
会
し
ま
し
た
。
【
首
都
圏
運
輸
基

本
集
団
交
渉
団
団
長

上
村

誠

（
神
田
支
部
執
行
委
員
長
）
】
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６
月
１
０
日
～
１
２
日
に
か
け
て
開

催
さ
れ
た
建
交
労
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
京
都

に
参
加
し
ま
し
た
。
１
日
目
、
松
元
ヒ

ロ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
憲
法

を
中
心
と
し
た
コ
メ
デ
ィ
ー
シ
ョ
ー
で

楽
し
く
学
ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
。
重
村

周
治
京
都
府
本
部
執
行
委
員
長
の
挨
拶

で
は
、
京
都
の
街
並
み
の
紹
介
と
、
実

行
委
員
へ
の
感
謝
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

小
畑
雅
子
全
労
連
議
長
に
よ
る
「
全
労

連
運
動
と
建
交
労
に
期
待
す
る
こ
と
」

と
題
し
た
特
別
講
演
が
行
わ
れ
、
若
年

層
の
最
低
生
計
費
よ
り
低
い
年
収
の
実

態
等
に
つ
い
て
紹
介
。
ま
た
「
失
業
と

貧
乏
と
戦
争
に
反
対
」
す
る
建
交
労
が

労
働
者
を
結
び
つ
け
更
に
大
き
な
力
に

な
ろ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
２
日
目
、

４
セ
ミ
ナ
ー
（
青
年
部
・
女
性
部
・
京

都
観
光
・
そ
の
他
）
の
１
つ
、
青
年
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
４
３
名
で

陶
芸
体
験
・
清
水
寺
観
光
を
し
、
昼
食

後
、
７
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
私
達
の

グ
ル
ー
プ
は
、
銀
閣
寺
を
散
策
し
ま
し

た
。
夕
食
会
で
は
交
流
が
出
来
ま
し
た
。

３
日
目
、
フ
ェ
ス
タ
ム
ー
ビ
ー
を
鑑
賞

後
、
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
む
け
各
業

種
部
会
が
目
指
す
未
来
図
」
と
題
し
て

角
田
委
員
長
司
会
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
代
表
４
名
が
、

苦
労
し
た
話
・
未
来
像
・
建
交
労
の
好

き
な
所
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
の
感
想
・
決
意
表
明

で
は
青
年
部
・
女
性
部
・
最
年
少
者
・

現
地
の
方
・
最
年
長
の
方
合
わ
せ
て
１

１
名
が
発
言
し
ま
し
た
。
最
後
に
足
立

浩
実
行
委
員
長
の
閉
会
挨
拶
で
閉
会
し

ま
し
た
。
【
神
田
支
部

吉
田

亮
太
】

建
築
設
計
支
部
い
し
ず
え
分
会
の
仲

間
で
あ
る
金
田
正
夫
さ
ん
（
一
級
建
築

士
・
工
学
博
士
・
元
法
政
大
学
講
師
）

が
主
宰
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
オ
ン
ラ
イ
ン

連
続
無
料
講
義
「

春
夏
秋
冬
の
あ
る

暮
ら
し
」
等
様
々
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
月
４
日
に
西
東
京
市
田
無
の
住
宅
土

壁
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
他
業
種
部

会
所
属
を
含
む
東
京
都
本
部
の
仲
間
や

首
都
圏
各
地
の
建
築
設
計
事
務
所
の
方

が
20
人
程
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
い
ま
や

消
滅
を
危
惧
さ
れ
る
日
本
古
来
か
ら
伝

わ
る
土
蔵
作
り
の
技
術
を
継
承
す
べ
く
、

参
加
者
で
実
際
に
土
蔵
作
り
の
家
屋
を

建
て
て
い
く
も
の
で
す
（
但
し
、
屋
根

等
の
専
門
箇
所
に
関
し
て
は
、
専
門
業

者
が
施
工
）
。
当
日
は
、
土
蔵
の
壁
等

の
骨
組
と
な
る
「
竹
小
舞
」
と
い
う
割

竹
を
縦
横
に
編
む
作
業
を
終
日
に
わ
た

り
皆
で
行
い
ま
し
た
。
昼
食
等
の
休
憩

時
間
に
は
、
金
田
さ
ん
か
ら
土
蔵
作
り

の
持
つ
魅
力
や
技
術
な
ど
に
つ
い
て
講

演
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
者
の
多
く
が

設
計
関
係
の
方
だ
け
に
、
こ
の
技
術
を

取
得
し
よ
う
と
頻
繁
に
写
メ
や
動
画
を

撮
り
、
質
問
な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

通
り
が
か
り
の
元
大
工
さ
ん
と
い
う
高

齢
者
が
「
ず
い
ぶ
ん
と
懐
か
し
い
工
法

だ
」
と
つ
ぶ
や
い
て
い
た
こ
と
に
も
見

ら
れ
る
様
に
、
現
在
と
な
っ
て
は
相
当

珍
し
く
な
っ
た
工
法
で
す
。
５
月
末
か

ら
は
、
い
よ
い
よ
組
み
編
ん
だ
「
竹
小

舞
」
に
粘
土
を
塗
る
作
業
（
荒
壁
塗
り
）

が
始
ま
り
ま
す
。

【
中
央
本
部

書
記
次
長

福
富

保
名
】

■６月２９日（水）９時～京王新労組株主

総会宣伝／京王プラザホテル八王子前

■７月２７日（水）１０時～京王新労組

都労委／都庁第１庁舎３８階

■７月３１日（日）１４時～建交労東京

学校第４回講座／ラパスホール（大塚駅）

■８月２７日（土）～２８日（日）

建交労中央定期大会／新潟県越後湯沢

組合掲示板

首都圏運輸基本集団交渉団２２春闘総括会議


